








































































道路種．別 規制区間、 親制日時 解除日時 規制種別
長崎自動車道 全　線 27日正4：45 28日7：11 全面通行止
長崎バイパス 〃 27日15：00 28日1：40 〃
国道383号 平戸大橋 27日14：00 28日19：30 〃
国道251号 矢上大橋 27日15：05 28日18：10 〃













9／2622：40 暴風・波浪警報・犬雨 22：40災害警戒体制 22：40局災害対策本部及
・洪水・雷・高潮注意 （増員）（9人） び署に本部設置
報 第2次警戒配備












912721：20 波浪警報・強風・高潮 19：00第1次配備に縮 指令下に移す 19：50テレビラジオへ放 17：50交通情報






















































































































































































































































































日　　　時 断水戸数 断水率 備　　　　考
9月28日　7時 　　皿Q3，158戸 13．3％ 総給水戸数173，838戸
9月29日　6時 　　一R6，638　 21．1％
9月29日　9時 　　一P9，916戸 ll．5％ 浦上水系復旧
9月29日　18時 　　一P7，725　 10・2％．
9月30日　9時 126戸 0．07％ 道ノ尾水系復旧




























































































































9月 10月 ，11月 12月
図一5　台風19号がもたらした被害とその影響
1月
どから行政による融資などの救済対策がそろった。・台
風による野菜類の収穫減による高価は年末まで続い
た。大分県日記市などの風倒木が多い地域では，平成
4年の梅雨の土石流と流木被害の発生が心配された。
陸上自衛隊による風倒木の撤去などが行われた。
　今回の台風で特に被害が大きかった電力系統の被害
と復旧，教訓をまとめると，図一6の結果が得られる。
地域的に設計強度を上回る風のために，送電鉄塔が倒
壊して被害が送電線に及んだこと，被害が広域に及ん’
で従来の復旧体制では不十分であったこと，停電箇所
の端末部までの自動把握がまだできていないこと，最
近では，災害による停電はあっても短期間であるとい
う前提がくつがえされたこと，現金自動支払機停止，
多機能電話，FAXなどの情報機器の使用不可，商店
の在庫管理，エレベーターの使用不能，揚水ポンプが
稼働しないことによる配水槽への送水不能による断
水，交通信号機の停止による交通混乱など，多くの課
題がクローズアップされた。この台風を教訓に電力会
社は基準や復旧体制の見直しを行っているが，長崎県
も知事が九州電力長崎支店に電線の地中化を要請して
いる。これは，従来景観対策で行っている電線の地中
化を防災のために行うことを提案したものである。コ
ストおよび保守の課題もあって，具体的な動きは今の
ところないようである。台風による停電および断水は，
一方では現代生活の電力への依存の大きさを痛感させ
るとともに，現代生活でややもすると失われがちな家
高橋　和雄・松野 進・松永　博之 169
【台風19号による被害】 　　　　　【送電設備の設計】
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【供給側】 【課　　題】
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《九州各県にまたがる広域災害》
全九州域で過去最高210万戸が停電
九州電力の被害過去最大130億円
長崎での被害
長起市で最大瞬間風速54．3皿記録
島原半島全戸停電
　　送電線の倒壊
　鉄塔倒壊　　　　　　10基
仮鉄塔倒壊　　　　　　16基
支持物（折損，傾斜）　2，000本
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地形的に設計強度を上回った
台風17号の完全復旧がまだであった
《送電設備の耐久性》
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《過去の教訓を生かして》
1
過去の教訓より要員終結で備えた
長崎大停電後長崎市内への送電ルート
を南北二つに複線化
最大瞬間風速60mに耐える
平均風速40皿に10分間耐える
《市民への送電遅延理由》
送電して始めて断線が発見される
事がある
　…
．．」
《都市施設の仮復旧》
病院，水道ポンプ地等に高圧発電機車配備
_仙観測所に高圧配電車設置
zテル等で自家発電機活躍
《被災者の救済》
苺濫寘ﾐに特別措置
一
　　　　【市民側】
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高圧配電線迄しか自動検知できない
端末は一軒ずつ検知
高圧送配電線だけでなく末端被害が多
く支店の能力限界を越えた
九州全域被災のため復旧作業員の確保
が難しかった。
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携帯ラジオの必要性
台風への備え
冠気依存の生活痛感
i　　　　　　（2万戸，13％）　i
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i　雲仙観測所一時観測停止　　　i
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　　　　　【行政側】
　　　　　《県の対応》
県が電線の地中化を九州電力に要請
県が国へ激甚災害等台風17，19号による被
害救済を要請
　　　　　《国の対応》
図一6
資源エネルギー庁にr電力設備台風被害対
策検討委員会」を要請
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」
災害援助法を適用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　L■冒匿一一　“
台風19号による停電が社会に与えた影響および今後の対応策
庭の団簗，隣人愛の復活等を現代人に呼び起こさせた
のも事実である。最近，大型の台風が市街域を襲って
いないことや，台風の予報はかなりできていることか
らある程度備えられることもあって，市民生活レベル
では台風のもつイメージが失われつつある。たとえば，
東京大学社会情報研究所の広井脩教授が提案するよう
に，現在使われている風速何m／sを我々が車や野球
のボールの速さ何㎞1hのように時速表示した方がわ
かりやすいのも事実である。風速を我々の身のまわり
の状況から判断できるような表示も必要と思われる。
6．まとめ
　台風19号は，日本各地に様々な形の災害をもたらし
たが，その災害の様態はその地方の地理的，社会的特
性を反映している。長崎では，交通，電力，水道の被
害が目立ったが，いずれも発生して当然の被害であっ
たといえる。台風19号についてはさらに詳しい調査を
行なう予定である。
　調査を行なうにあたって，NHK長崎放送局，浦上
タクシー，九州電力長崎支店，長崎県警察本部交通規
制課，長崎県災害対策本部，長崎市消防．局および長崎
市総務部防災係のお世話になったことを付記する。
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